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「（仮称）仙台市デジタル手続条例（案）」に関する 

意見募集の実施結果について 

 

○ 意見提出件数 

13 件（４人・団体） 

【意見の分類及び件数内訳】 

意見の分類 件数 

（1）行政手続のオンライン化について ３件 

（2）マイナンバーカードの活用について ２件 

（3）行政のデジタル化について ５件 

（4）その他 ３件 

計 13 件 

 

○ 意見の概要と本市の考え方 

（1）行政手続のオンライン化について 

No. 意見の概要 本市の考え方 

１ (手続オンライン化等により)行政

窓口まで足を運ぶことなく、待ち

時間も解消されるようになれば、

利用者の時間や手間の削減が期待

でき、好感が持てる。 

本条例は、オンラインで行政手続を

行うために必要な事項を定め、市民

生活の向上に寄与することを目的

としております。 

行政手続のオンライン化にあたっ

ては、市民の皆様が利便性を実感し

ていただけるものとなるよう取り

組んでまいります。 

２ 実際のオンライン運用に向けて

は、ユーザー目線にこだわった内

容としてほしい。 

また、スマホ等を使いこなせる高

齢者を増やしていくような環境整

備に努めてほしい。 

本市では、デジタル化の推進にあた

り、デジタルに馴染みの薄い方も含

め、すべての市民の皆様がデジタル

サービスにアクセスでき、デジタル

化の恩恵を受けられるよう、「誰に

も優しいデジタル化」を掲げており

ます。今後もこの趣旨に沿って、ユ

ーザー目線に立った取組を推進し

てまいります 。 
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No. 意見の概要 本市の考え方 

３ 手続オンライン化により、添付書

類や押印などのコストが軽減され

ることを期待する。 

住民票の写しなどの添付書類の省

略なども市民にとっては大きな改

善になると思う。 

本条例では、オンラインで行政手続

を行うために必要な事項を定め、手

続を行う皆様の利便性の向上並び

に行政運営の簡素化及び効率化を

図ることとしております。 

行政手続のオンライン化によって、

市民の皆様の負担を軽減し、日々の

生活がより便利なものとなるよう

取り組んでまいります。 

 

（2）マイナンバーカードの活用について 

No. 意見の概要 本市の考え方 

４ 今回の条例制定をきっかけに、あ

らゆる手続きをマイナンバーカー

ドで行うサービスを提供し、市民

がその利便性を実感出来るよう取

り組むべき。 

現行法の中で出来るマイナンバー

活用を積極的に行うべき。 

また、市民に対して解りやすく丁

寧な説明をして、市民の理解を促

す努力を継続してほしい。 

そしてデジタル化で空いた時間を

デジタルに対応出来ない高齢者や

障がい者のために使ってほしい。 

本市では、オンライン手続における

マイナンバーカード利用など、市民

の皆様が、より便利に、より簡単に

手続を行うことができるよう環境

の整備に取り組むこととしており

ます。 

今後も、マイナンバーカードやデジ

タル技術を利用したサービスを通

じて、すべての市民の皆様がその利

便性を実感できるものとなるよう

努めるとともに、周知の取組を継続

してまいります。 

５ マイナンバーカードの職員証化を

実施すべき。職員が持たずして市

民は信用するだろうか。 

本市職員のマイナンバーカードの

取得については、更なる取得促進が

必要なものと認識しております。 

マイナンバーカードについては、市

民の皆様にも安心して取得いただ

けるものとなるよう努めるととも

に、職員に対してなお一層取得を促

してまいります。 
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（3）行政のデジタル化について 

No. 意見の概要 本市の考え方 

６ 仙台市のフルデジタル化に向けた

ロードマップを再作成し、庁内の

事務のあり方を抜本的に見直すこ

とを徹底すべき。事務の BPR が必

須である。 

事務のフルデジタル化にあたって

は、国や事業者との調整・連携が必

要な場合もございます。 

しかしながら、本市が BPR による業

務の標準化や最適化を図る中で事

務効率を向上させることが可能な

ものもございます。デジタル技術を

積極的に活用し、可能なものから市

役所の業務改革に取り組んでまい

ります。 

７ 市長直轄で、柔軟な考えの若手が

参加し、市民の意見を取りいれな

がら迅速にサービスインし、アジ

ャイル体制で進める組織横断の DX

体制を構築すべき。 

人事制度を変革して実行すべき。 

本市では、これまでも、新たな技術

や手法を効果的に業務に取り入れ

られるよう、現場の職員から意見を

募ったり、多くの職員にデジタル技

術を体験する機会を設けたりする

などしてまいりました。 

今後も、事業者や関係機関の意見交

換や実証実験の結果も踏まえ、職務

を担当する職員を交えて議論しな

がら、職員が一丸となって DX の推

進に取り組んでまいります。 

８ 使い勝手が良く、セキュアな仙台

市民ポータルの整備をお願いした

い。市民のニーズをしっかり取り

込んだポータルが必要。 

その上で、高齢者や様々なハンデ

ィを抱える市民がこれを使えるよ

うに、NPO などとも協力しながら支

援すべき。 

本市では、デジタルになじみの薄い

方などを対象にデジタル機器やサ

ービスにより親しんでもらうため、

通信事業者と連携したスマートフ

ォン教室などに取り組んでおりま

す。 

デジタル化による様々な利点を感

じていただくためには、市民の皆様

が情報を得やすく、安心して使える

仕組みも重要と考えており、引き続

き検討してまいります。 
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No. 意見の概要 本市の考え方 

９ 行政手続をデジタル化することに

より効率が高まるが、それを周知

することや不慣れな方への配慮も

重要である。 

行政手続のデジタル化にあたって

は、業務の効率化とともに、市民サ

ービスの向上につながることが必

要となります。すべての市民の皆様

にとって、便利に、安心してご利用

いただけるサービスとなるよう努

めてまいります。 

10 仙台市が保有する各種データやビ

ックデータなどのオープンデータ

を徹底してほしい。 

本市では、庁内におけるデータにつ

いて、新たにオープン化できるデー

タの掘り起こしや二次利用しやす

い形式への変換などの取組を進め

ております。 

引き続き、市民や民間企業の皆様が

利活用しやすいオープンデータの

拡充に取り組んでまいります。 

 

（4）その他 

No. 意見の概要 本市の考え方 

11 仙台市は取り組むのが異常に遅

く、時代変化に鈍感だとしか思え

ない。 

今後は急激な人口減少に向ってい

る。今までと同じことをやってい

れば良いという時代ではない。DX

の主旨に則り、意識変革して取り

組むべき。 

今後の人口減少社会においては、 

これまで以上に行政運営を効率化

することが求められます。 

職員の DX 推進に対する意識を一層

高め、新たなデジタル技術を効果的

に活用し、さらなる業務効率の追求

と市民サービスの向上に努めてま

いります。 

12 人口減少社会の到来に伴い、限ら

れた人的資源を最大限生かしなが

ら効率的な行政運営を行う視点が

今後さらに重要になる。業務効率

化によって削減できた職員を社会

福祉や地域活性化など重点分野に

投下できるメリットは大きい。仙

台が多くの人々から選ばれる都市

となるよう、施策を前進させてほ

しい。 

今後の人口減少社会においては、こ

れまで以上に行政運営を効率化す

ることが求められます。 

本市の DX をさらに進め、業務効率

の追求と市民サービスの向上に努

めてまいります。 
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No. 意見の概要 本市の考え方 

13 仙台市には多くの知が結集してい

る。 

大学や関係機関では、量子コンピ

ュータの分野や医療福祉分野な

ど、先進的な取り組みを実施して

いる。 

情報連携基盤を積極的に活用し、

市民のWell-Being追求のために活

動してほしい。 

日本の他自治体だけでなく世界を

見ながら行動し、不断の調査を忘

れずに DXを推進すべき。期待して

いる。 

市内に学術・研究機関、ICT 関連企

業が集積していることは本市の強

みの一つと捉えております。 

今後も、市民の皆様のWell-Beingの

実現に資するサービスの実装を目

指し、これら関係機関や企業の知見

も活かし、連携しながら、DX の推進

に努めてまいります。 

 

 


